
小平市立鈴木小学校 

    令和６年度 授業改善推進プラン全体計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

指導内容・指導方法の工夫 
教育課程編成上の工夫 

教育環境の整備 

校内における研究 

研修の工夫 
評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携 

○問題解決型の学習を行い、根拠を

明確にして考えを伝え合う話合

い活動を通して主体的に考えを

深め解決する力を育成する。 

○TT指導や習熟度別少人数指導、

学習支援員の活用、ICT機器の活

用など、児童の実態に応じた多様

な学習形態を取り入れ、全ての児

童がよく分かる授業の改善を推

進する 

 

○鈴木タイム（朝のモジュール学

習）の回数を増やし言語の基礎学

力を高める。 

○来年度に向け時程の工夫による

授業時数の確保を計画する。  

○校内掲示計画を明確にし、校内研

究・道徳・委員会・クラブ・たて

わり活動等が全校で共有できる

環境整備を進める。 

○校内研究検証として算数科の研

究授業を年間３回実践する。 

○研究夕会を毎週１回実施する。 

○授業改善にかかわる OJT研修を

月１回実施する。 

○アンケートを実施し実態把握を

する。 

○PDCAサイクルによる指導と評価

の一体化の考えのもと、指導のね

らいの達成と学習内容の定着強

化を図る。 

○評価規準（Ａ規準、Ｂ規準）を明

確にし、授業観察、ノート記述、

振り返りカード等を活用して評

価を行う。 

〇学年やブロック・専科で評価内容

の詳細を検討し、共通理解の上で

評価する。 

○家庭学習（学年×１０分）の定着

を図る。 

○地域教育コーディネーター等の人

材を活用する。事前打ち合わせを

実施し児童の興味・関心を高め、

課題解決や探究活動の充実を図

る。 

○東京都型学校運営協議会の中で、

学力向上に資する取組についても

検討する。 

【令和５年度学力・学習状況調査等の分析と改善に向けた今後の方針】 

国語 

〇全体の正答率は、全国・都平均とほぼ同水準である。 

〇観点別に見ると「知識・技能」は全国・都平均とほぼ同水準であるが、「思考・判断・表現」は都の平均を約１ポイント下回っているので改善を図りたい。 

〇領域別に見ると「話すこと・聞くこと」「書くこと」が、全国・都の平均を下回っていることが課題である。 

〇問題形式別にみると記述式の正答率が全国の平均とほぼ同水準であるが、都の平均を下回っており、文章を書く力の向上を図りたい。 

[今後の方針] 

・読むことや書くことに主体的に取り組む授業、対話型の授業を軸とし、話し合いや学び合いの場を多く設定し「説明力」「批判的思考力」さらには「多面的な考察力」等を育んでいく。 

・多様な文章の書き方の特徴を確認し、目的に応じた書き方を選び取れる力を育てていく。 

算数 

〇全体の正答率は全国の平均を３．５ポイント上回っており、都平均を１ポイント下回っているので改善を図りたい。 

〇観点別に見ると「知識・技能」は全国・都の平均を上回っている。一方「思考・判断・表現」は全国の平均とほぼ同水準であるが、都の平均を約５ポイント下回っていることが課題

である。 

〇領域別に見ると「B図形」の領域について課題が見られる。 

[今後の方針] 

・問題解決型、対話型の授業を軸として、考えをもつ時間を確保し、伝え合いを通して共有し解決に取り組む活動を多く取り入れる。多様な解決方法を見出し、「説明力」「批判的思考

力」さらには「多面的な考察力」等を育んでいく。 

学校の教育目標 

「よく考え やさしく 元気な鈴木の子」 

《よく考える子》○根拠の明確な考えをもち、他者との関わりを通して考えを確か

め、判断し、行動できる子ども 
《やさしい子》  ○自他の生命を尊重し、自分も友達も大切にできる子ども 

《元気な子》   ○自己有用感を高め、心身ともに健康で粘り強くやり抜く子ども 

【社会からの要請等】 

 

保護者の要望 

 〔保護者アンケート等〕 

地域社会の願い 

 〔学校評価アンケート等〕 

【法的根拠】 
日本国憲法 教育理念 
教育基本法 教育の目的 

学校教育法 学校教育の目的 

学習指導要領 教育内容 

小平市教育復興基本計画 

教育目標 

 

【学力向上に関わる学校経営方針】 

研究推進校（算数科）として、各教科において問題解決型の授業づくりを推進し、よりよく考える力の育成を図りながら、主体的･対話的で深い学びを実現して学びの質を高める。 

 

各教科の指導の重点 

○基礎・基本の習得とその活用をとおして、思考力、判断力、表現力をはぐくむ 

・週２回の朝学習「鈴木タイム」（モジュール）では、国語の言語に関する基礎的・基本的な事項の定着を図る。 

・算数は、第２学年を含めた習熟度別指導を実施し、学習支援員を積極的に活用し、個に応じた指導の充実を図る。年６回の「ベーシックタイム」では東京ベー

シックドリルを活用し、自己の課題を把握しながら、基礎学力の定着を図る。 

・学習者用端末（スマイルドリル）を用いて個に応じた学習を進んで取り組み、各教科の基礎基本の定着を図る。 

○言語環境の整備と言語活動の充実に努め、言語に関する能力の育成を図る 
・書く活動を日常的に取り入れ、書く能力を高める。   

・毎週１回、朝読書の時間を設定し読書活動の充実を図る。 

・学期に１回の読書旬間を設ける。また、目標をもって読書し、日常的に読書に親しむよう「読書ファイル・カード」の活用などを行う。 

○学習環境を整備し、児童の学習習慣を確立する 
・学校全体で、学習ルールの徹底を図る。併せて、教育環境を整備、充実させ、学習する環境を整える。 

・児童に考え分かる喜びを実感させ、学ぶ意欲を育み家庭と連携を図りながら、学年×１０分の家庭学習の定着を進める。 

・個の教育ニーズに合わせ教材や指導の工夫改善を行い、ユニバーサルデザインの考えに基づいた授業展開を全校で統一し、学習環境を整える。 

・地域教育コーディネーターと連携し、地域の人材を活用した体験的な活動を通して、実感の伴う学習を実践する。 

○生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎を培う 
・栄養士や調理員と連携しながら食育を推進し、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、生涯にわたって健やかな心身と豊かな人間性を育む基礎を培う。 

・体育朝会、マラソン旬間、ピョンピョン旬間、スポーツ週間等、楽しみながら運動に取り組む場を設定し、児童発案の取組も取り入れながら、自ら進んで運動

に親しむ資質･能力を育てる。 

 道徳教育の指導の重点 
○道徳教育の要である道徳科において各教科と関連した学習を実践し、人権尊重と生

命に対する畏敬の念を養い、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う 

○主として人との関わりを重点とする指導計画を作成し、道徳的諸価値の理解を基に

自己の生き方を考え深め、道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を養う。 

○よりよい人間関係やいじめのない学校生活にするために、自他の生命の尊さの視点

に立ち、人権課題に応じた実態の伴う「いじめ防止授業」を年３回実施する。いじ

めに対する間違いに気付き、自分たちにできることを友達と協力し、学校や家族と

相談しながら正していこうとする感性を育む。 

 総合的な学習の時間 
○国の指定遺跡となった鈴木遺跡や石神井川の源流を

取り上げた探究的な学習を実施し、鈴木遺跡資料館、

喜平図書館、地域の教育機関等と連携した学習活動を

推進する。 

○各教科で身に付けた知識や技能を相互に関連付け、探

究的な活動を充実させることで、日常的に課題の発見

や設定する力を高め、自ら学び、自ら考え、主体的に

判断し、協働することでよりよく課題を解決する資質

や能力を育てる。 

 

 

特別活動の指導の重点 

○自分や周囲をよく見てよさや課題に気付く感性を育み、集

団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自

主的、実践的な態度を育てる。そして自分の人生を自分で

創っていく意志を育てる。 

○学級、学年、学校の課題に自ら気付き、よりよくするため

の児童発案の自治的・自発的な活動を通して、自己や集団

の課題を解決したり、支え合ったりする資質・能力を育む。 

○学級会の鈴木小スタンダードを継続し、「自分たちの思い

を実現し、豊かな学級や学校の生活を自分たちで創ってい

く力」をつける。 

 

生活指導の重点 
〇鈴木小のきまりを全教職員で指導し、上級生を手本としながら児童に規範意識を育てる。 

○「自らすすんで、目を見てあいさつ」を推進し、相手意識をもった挨拶を通じて笑顔で言

葉を交わし合える児童を育てる。           

○「お薬教室」「薬物乱用防止教室」「セーフティ教室」や「地域安全マップづくり」等で

児童自身の危険回避能力を高め、「自分の命は自分で守る」「困ったら相談する。」意識

と実践力を高め、安全指導の充実を図る自らの生命を大切にする心や他者の生命も尊重し

ようとする態度を育成する。 

進路指導の重点 
○教育活動全体を通して行うキャリア教育を推進し、自発

的･自治的な集会活動や異年齢交流活動を通して自尊

感情、自己肯定感を醸成し、人と関わり合い、相互に

高め合いながら、自律的に成長できる資質・能力を育

てる。 

○中１ギャップの解消に資するべく小中連携教育を進め

るとともに、職場体験等での中学生による助言等を通

して、卒業後への見通しと夢をもたせる。 

 


